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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 27,524 5.7 589 ― 630 ― 415 ―

29年3月期 26,028 △6.7 △442 ― △369 ― △547 ―

（注）包括利益 30年3月期　　1,540百万円 （―％） 29年3月期　　△238百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 11.13 ― 3.2 1.9 2.1

29年3月期 △14.68 ― △4.4 △1.2 △1.7

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 △151百万円 29年3月期 84百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 34,521 14,733 40.1 371.18

29年3月期 31,267 13,207 39.5 331.59

（参考） 自己資本 30年3月期 13,839百万円 29年3月期 12,363百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 939 △854 △101 2,091

29年3月期 1,231 △58 △1,296 2,105

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,500 7.2 670 13.7 800 27.0 640 54.2 17.16



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 38,008,906 株 29年3月期 38,008,906 株

② 期末自己株式数 30年3月期 722,096 株 29年3月期 721,664 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 37,287,013 株 29年3月期 37,287,570 株

（参考）個別業績の概要

平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 24,421 5.4 372 ― 641 ― 583 ―

29年3月期 23,159 △7.8 △589 ― △586 ― △915 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 15.64 ―

29年3月期 △24.55 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 29,040 11,899 41.0 319.13

29年3月期 26,194 10,480 40.0 281.08

（参考） 自己資本 30年3月期 11,899百万円 29年3月期 10,480百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、緩やかな回復が続きました。堅調な企業業績を背景に設備投資や輸出が

増加したほか、雇用情勢の改善を受け所得や個人消費も緩やかに持ち直しました。

　また、世界経済は、米国の政権運営や通商政策、北朝鮮情勢の先行きなどのリスク要因を抱えながらも、米国・

欧州景気が緩やかに拡大したほか、中国でも着実な経済成長が続くなど、全体としては回復基調で推移しました。

　このような環境のなか、当社グループにおきましては、水素化関連製品をはじめとする高付加価値製品の販売を

強化したほか、生産性向上およびその効果としてのコスト低減を目的に、全社的に業務改善活動を展開しました。

また、特殊油剤や新規可塑剤など新製品の早期市場投入を目指し開発を加速するなど、成長に向けた施策を推進し

ました。

この結果、当連結会計年度における当社グループの売上高は、275億２千４百万円（前期比5.7％増）となり、損益

面では、営業利益５億８千９百万円（前期は４億４千２百万円の営業損失）、経常利益６億３千万円（前期は３億

６千９百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する当期純利益は４億１千５百万円（前期は５億４千７百万円の親

会社株主に帰属する当期純損失）となりました。

　

主要製品の概況は次のとおりであります。

　オレオケミカル製品は、合成樹脂向け脂肪酸およびグリセリンが堅調に推移した一方、アルコールおよび界面活

性剤が低迷したため、全体としては前年をやや下回る売上高となりました。

　可塑剤は、主要販売先である住宅資材用途が好調に推移し販売数量が増加したことに加え、原材料価格上昇に伴

う製品価格の見直しに取り組んだ結果、前年を上回る売上高となりました。

　機能性化学品は、水素化関連製品や機能性エステル、特殊油剤が好調に推移したため、売上高は前年を上回りま

した。

　樹脂原料製品は、住宅資材用途が低調だったものの、国内外で電機用途の販売が好調に推移したため、売上高は

増加しました。

　樹脂添加剤は、海外向け販売は堅調でしたが、国内での販売が減少したため、全体としては前年を下回る売上高

となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は前期末比10.4％増、金額で32億５千３百万円増加の345億２千１百万円となりまし

た。

　流動資産につきましては、当連結会計年度末が休日であった影響などにより前期末比12.4％増、金額で19億７千

８百万円増加の179億７千１百万円となりました。固定資産につきましては、投資有価証券について時価が上昇した

ことなどにより前期末比8.3％増、金額で12億７千４百万円増加の165億４千９百万円となりました。

流動負債につきましては、当連結会計年度末が休日であった影響や１年内返済予定の長期借入金が増加したこと

などにより前期末比29.1％増、金額で27億７百万円増加の120億５百万円となりました。固定負債につきましては、

社債や長期借入金が減少したことなどにより前期末比11.2％減、金額で９億８千万円減少の77億８千２百万円とな

りました。

純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が増加したことなどにより前期末比11.6％増、金額で15億２

千６百万円増加の147億３千３百万円となりました。

この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は40.1％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比べ、

１千４百万円減少し、20億９千１百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は９億３千９百万円増加（前期は12億３千１百万円増加）しました。これは主に、減価償

却費６億２千１百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は８億５千４百万円減少（前期は５千８百万円減少）しました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出５億９千１百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は１億１百万円減少（前期は12億９千６百万円減少）しました。これは主に、借入金の減

少６千５百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

今後の経済情勢につきましては、国内では雇用・所得の改善が進むほか、東京オリンピックを控えたインフラ投

資の増加が見込まれるなど、引き続き回復基調で推移するものとみられます。また、海外では、北朝鮮情勢の緊迫

化などの地政学リスクや米国の政権運営の行方など不透明な要因があるものの、欧米先進国を中心に、全体として

は緩やかな景気拡大が続くものと予測されます。

　このような状況のなか、当社グループでは、国内需要の更なる取り込みにより既存事業のシェア拡大を目指すほ

か、製品群毎に明確な海外戦略を策定し、グローバルに拡販を進めてまいります。また、収益性の高い高付加価値

製品の開発・事業化を加速するため、変化する市場ニーズの発掘強化、優先度の高い開発テーマの選定・集中に取

り組みます。さらに、業務のシステム化を進めるなど継続的な業務改善に注力し、生産性向上を図ってまいりま

す。

　当社グループは、「もの創りを通して広く社会の発展に貢献します」という経営理念のもと、地球環境に調和す

る製品の開発や安全・安定した生産活動を継続するとともに、コーポレート・ガバナンスの充実に取り組むことで、

ステークホルダーへの社会的責任を果たしてまいります。

通期の業績につきましては、売上高295億円、営業利益６億７千万円、経常利益８億円、親会社株主に帰属する当

期純利益６億４千万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結

財務諸表を作成する方針でおります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針でおります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,339 2,338

受取手形及び売掛金 9,354 10,540

商品及び製品 1,745 2,150

仕掛品 1,116 1,237

原材料及び貯蔵品 889 996

繰延税金資産 11 13

その他 537 697

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 15,992 17,971

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,461 1,392

機械装置及び運搬具（純額） 2,166 2,106

土地 3,454 3,423

リース資産（純額） 13 7

建設仮勘定 321 488

その他（純額） 165 184

有形固定資産合計 7,582 7,603

無形固定資産 18 39

投資その他の資産

投資有価証券 7,188 8,382

長期貸付金 81 63

退職給付に係る資産 268 336

その他 143 132

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 7,673 8,906

固定資産合計 15,275 16,549

資産合計 31,267 34,521
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,595 5,762

短期借入金 1,440 1,725

1年内償還予定の社債 11 200

1年内返済予定の長期借入金 1,918 2,649

未払法人税等 51 100

賞与引当金 209 255

その他 1,072 1,312

流動負債合計 9,298 12,005

固定負債

社債 200 -

長期借入金 4,791 3,710

繰延税金負債 1,161 1,559

役員退職慰労引当金 54 60

厚生年金基金解散損失引当金 316 295

退職給付に係る負債 1,794 1,803

その他 444 351

固定負債合計 8,762 7,782

負債合計 18,060 19,787

純資産の部

株主資本

資本金 5,660 5,660

資本剰余金 4,246 4,246

利益剰余金 1,888 2,303

自己株式 △170 △170

株主資本合計 11,624 12,039

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,370 2,221

為替換算調整勘定 △613 △460

退職給付に係る調整累計額 △17 38

その他の包括利益累計額合計 739 1,800

非支配株主持分 843 893

純資産合計 13,207 14,733

負債純資産合計 31,267 34,521
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 26,028 27,524

売上原価 22,052 22,791

売上総利益 3,975 4,733

販売費及び一般管理費 4,418 4,144

営業利益又は営業損失（△） △442 589

営業外収益

受取利息 8 5

受取配当金 111 121

受取保険金 - 100

持分法による投資利益 84 -

その他 20 40

営業外収益合計 225 268

営業外費用

支払利息 80 59

持分法による投資損失 - 151

為替差損 49 3

その他 22 12

営業外費用合計 152 227

経常利益又は経常損失（△） △369 630

特別利益

固定資産売却益 0 -

投資有価証券売却益 308 24

事業譲渡益 45 -

特別利益合計 353 24

特別損失

固定資産売却損 - 22

固定資産除却損 19 48

減損損失 34 10

関係会社株式評価損 11 -

本社移転費用 8 -

退職給付制度終了損 2 -

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 316 -

特別損失合計 394 81

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△410 573

法人税、住民税及び事業税 64 89

法人税等調整額 26 4

法人税等合計 90 93

当期純利益又は当期純損失（△） △501 479

非支配株主に帰属する当期純利益 46 64

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△547 415
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △501 479

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 402 851

為替換算調整勘定 1 △0

退職給付に係る調整額 48 56

持分法適用会社に対する持分相当額 △190 153

その他の包括利益合計 262 1,061

包括利益 △238 1,540

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △284 1,476

非支配株主に係る包括利益 46 64
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株

主持分

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券

評価差額

金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計

額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 5,660 4,246 2,435 △170 12,172 967 △424 △66 476 808 13,457

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△547 △547 △547

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

402 △188 48 262 35 297

当期変動額合計 ― ― △547 △0 △547 402 △188 48 262 35 △250

当期末残高 5,660 4,246 1,888 △170 11,624 1,370 △613 △17 739 843 13,207

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株

主持分

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券

評価差額

金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計

額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 5,660 4,246 1,888 △170 11,624 1,370 △613 △17 739 843 13,207

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

415 415 415

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

851 152 56 1,060 49 1,110

当期変動額合計 ― ― 415 △0 415 851 152 56 1,060 49 1,526

当期末残高 5,660 4,246 2,303 △170 12,039 2,221 △460 38 1,800 893 14,733
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前
当期純損失（△）

△410 573

減価償却費 629 621

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 26 45

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 6

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少）

316 △20

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △59 △53

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △334 65

受取利息及び受取配当金 △120 △127

支払利息 80 59

持分法による投資損益（△は益） △84 151

受取保険金 - △100

固定資産除却損 19 48

減損損失 34 10

投資有価証券売却損益（△は益） △308 △24

関係会社株式評価損 11 -

事業譲渡損益（△は益） △45 -

売上債権の増減額（△は増加） △266 △1,185

たな卸資産の増減額（△は増加） 768 △632

仕入債務の増減額（△は減少） 868 1,167

その他 246 230

小計 1,379 834

利息及び配当金の受取額 132 201

利息の支払額 △78 △58

法人税等の支払額 △201 △38

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,231 939

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △5 △12

有形固定資産の取得による支出 △386 △591

投資有価証券の取得による支出 △251 △1

投資有価証券の売却による収入 369 84

関係会社株式の取得による支出 △33 △101

貸付けによる支出 △8 △197

貸付金の回収による収入 144 19

事業譲渡による収入 45 -

その他 67 △53

投資活動によるキャッシュ・フロー △58 △854
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △116 283

長期借入れによる収入 1,450 1,800

長期借入金の返済による支出 △2,556 △2,149

社債の償還による支出 △27 △11

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △34 △9

非支配株主への配当金の支払額 △11 △14

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,296 △101

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △120 △14

現金及び現金同等物の期首残高 2,226 2,105

現金及び現金同等物の期末残高 2,105 2,091
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

Ⅰ 前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額

(注)２,３
連結財務諸表
計上額(注)４

化学製品

売上高

外部顧客への売上高 23,352 2,676 26,028 ― 26,028

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,784 171 1,955 △1,955 ―

計 25,136 2,848 27,984 △1,955 26,028

セグメント損失（△） △417 △23 △441 △1 △442

セグメント資産 7,522 2 7,524 23,742 31,267

その他の項目

減価償却費 597 0 597 31 629

減損損失 34 ― 34 ― 34

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

450 1 451 31 483

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、業務用洗剤、油剤の製造販売事

業、化学製品ほかの仕入販売事業及び保険代理事業を含んでおります。

２. セグメント損失（△）の調整額△１百万円は、セグメント間取引の消去であります。

３. セグメント資産の調整額23,742百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、その主な

ものは現金及び預金、投資有価証券及び管理部門に係る資産等であります。

４. セグメント損失（△）は、連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

Ⅱ 当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

　（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社グループは、前連結会計年度において、「その他」に含まれている保険事業を売却したことに伴い集約基準に

基づき見直しを行った結果、当連結会計年度よりセグメント情報の記載を省略しております。

決算短信（宝印刷） 2018年05月11日 16時49分 11ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



新日本理化株式会社(4406) 平成30年３月期 決算短信

12

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 331円59銭 371円18銭

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失
（△）

△14円68銭 11円13銭

　(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(1) １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失（△）(百万円)

△547 415

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
又は普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純
損失（△）(百万円)

△547 415

普通株式の期中平均株式数(千株) 37,287 37,287

　

(2) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 13,207 14,733

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 843 893

(うち非支配株主持分(百万円)) (843) (893)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 12,363 13,839

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普
通株式の数(千株)

37,287 37,286

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

①代表者の異動

　該当事項はありません。

②その他の役員の異動

（平成30年6月28日付予定）

　１．昇任予定取締役

　 該当事項はありません。

２．新任取締役（監査等委員・常勤）候補

　 現 常務執行役員社長付 加藤 慎治

　３．退任予定取締役（監査等委員・常勤）

　 現 取締役（監査等委員） 寺澤 靜男（当社 顧問に就任予定）
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